
ＫＡＷＡＳＡＫＩ　ＤＥＬＴＡ　完成
川
崎
の
玄
関
口
と
な
る
広
域
ハ
ブ
拠
点

新たな価値・文化・未来が生まれる場に　東日本旅客鉃道株式会社横浜支社完成に寄せて

（８）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　６月１日　（火曜日）

オフィス棟３階
ステーションコンファレンス川崎　ラウンジ

オフィス棟３階
ステーションコンファレンス川崎　中会議室 歩行者デッキ（線路側）

　
本
計
画
は

川
崎
市
が
再
開
発
等
促
進
区
を
定
め
る
地
区
計

画
を
導
入
し
定
め
た﹁
川
崎
駅
西
口
大
宮
町
地
区
　
地
区
計
画
﹂

に
基
づ
き

同
市
の
広
域
拠
点
と
し
て
の
商
業
・
業
務
エ
リ
ア

の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す

駅
・
駅
前
広
場
に
近
接
し

交

通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
背
景
と
し
た
業
務
・
商
業
立
地
で
あ
り


ホ
テ
ル
の
高
稼
働
が
見
込
ま
れ
る
エ
リ
ア
で
も
あ
る
こ
と
か

ら

オ
フ

ス
・
宿
泊
・
商
業
を
主
用
途
と
し
た
複
合
開
発
の

計
画
と
し
ま
し
た


　
川
崎
は
多
摩
川
の
河
口
近
く

三
角
州
︵
デ
ル
タ
︶
に
で
き

た
都
市
で
あ
り

そ
の
地
名
は
﹁
川
﹂
が
多
摩
川
を

﹁
崎
﹂

は
デ
ル
タ
を
意
味
し
ま
す

ま
た

水
辺

都
市

里
山
と
い


た
多
様
な
三
つ
の
風
景
が
川
崎
の
魅
力
と
な

て
い
ま
す


こ
の
よ
う
な
歴
史
や
魅
力
を
踏
ま
え

三
角
形
の
街
区
形
状
に

象
徴
性
を
見
出
し
﹁
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
　
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
﹂
を

街
区
名
称
と
し
ま
し
た

開
発
コ
ン
セ
プ
ト
を
﹁
﹃
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ

ａ
ｌ
　
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
﹄

国
際
性
／
英

知
を
育
む
広
域
ハ
ブ
拠
点
の
形
成

﹂
と
し

川
崎
市
の
玄
関

口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
国
際
競
争
力
が
あ
る
広
域
ハ
ブ
拠
点
の

創
出
を
図

て
い
ま
す


　
街
区
内
は
﹁
Ｊ
Ｒ
川
崎
タ
ワ

　
オ
フ

ス
棟
・
商
業
棟
﹂

と
﹁
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
　

川
崎
﹂

歩
行
者
デ

キ
上

の
中
央
広
場
﹁
デ
ル
タ
プ
ラ
ザ
﹂
に
よ
る
構
成
で
す

﹁
Ｊ
Ｒ

川
崎
タ
ワ

　
オ
フ

ス
棟
﹂
は

基
準
階
貸
室
面
積
約
２
６

０
０
平
方

︵
総
貸
室
面
積
約
６
万
６
０
０
０
平
方

︶
を
有

す
る
同
エ
リ
ア
最
大
級
の
大
規
模
オ
フ

ス
と
な
り
ま
し
た


同
建
物
内
に
は
認
可
保
育
施
設
︵
約
４
０
０
平
方

︶
が
今
年

５
月
１
日
に
開
園

Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル

プ
で
進
め
る
﹁
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｙ
　
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
﹂の
一
環
と
し
て


子
育
て
支
援
か
ら
暮
ら
し
や
す
い
沿
線
づ
く
り
を
実
現
し
て
い

き
ま
す


　
﹁
Ｊ
Ｒ
川
崎
タ
ワ

　
商
業
棟
﹂
は

２
階
の
﹁
カ
フ

＆

レ
ス
ト
ラ
ン
﹂
︵
５
／

開
業
︶
と

３
階

５
階
の
﹁
ジ


ク
サ

・
フ


ト
ネ
ス
＆
ス
パ

　
川
崎
﹂︵
５
／

開
業
︶

で
構
成

﹁
カ
フ

＆
レ
ス
ト
ラ
ン
﹂
は

オ
フ

ス
ワ

カ


や
地
域
の
方
々
に

交
流
・
憩
い
の
場
を
提
供
し

モ

ニ

ン
グ
・
ラ
ン
チ
・
デ

ナ

と
い

た
多
様
な
シ

ン
で
ご
利

用
い
た
だ
け
る
店
舗
が
集
結
し
た
飲
食
店
舗
フ
ロ
ア
に
な
り
ま

す
﹁
ジ

ク
サ

・
フ


ト
ネ
ス
＆
ス
パ

　
川
崎
﹂は


大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
地
域
の
皆
さ
ま
の
か
ら
だ
と
コ
コ
ロ
の

健
康
づ
く
り
に
貢
献
す
る
大
型
総
合
フ


ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で

す


　
街
区
全
体
完
成
に
先
立
ち

２
０
２
０
年
５
月

日
に
開
業

し
た
﹁
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
　

川
崎
﹂
に
つ
き
ま
し
て
は

川
崎
エ
リ
ア
最
大
級
の
客
室
数
を
有
し

定
期
的
な
音
楽
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
館
内
ア

ト
の
入
れ
替
え
な
ど

音
楽
・
ア


ト
が
楽
し
め
る
シ
テ

ホ
テ
ル
に
な
り
ま
す


　
ま
た
計
画
地
全
体
を
覆
う
歩
行
者
デ

キ
や
近
隣
街
区
へ
渡

る
歩
行
者
専
用
道
路
な
ど
に
よ
り

周
辺
市
街
地
と
つ
な
が
る

安
全
・
快
適
な
歩
行
者
ネ

ト
ワ

ク
が


年
４
月
の
街
区

全
体
完
成
に
伴
い

新
た
に
誕
生
し
ま
し
た

歩
行
者
デ

キ

上
に
は

中
央
広
場
﹁
デ
ル
タ
プ
ラ
ザ
﹂
な
ど
の
オ

プ
ン
ス

ペ

ス
や
多
様
な
レ
ス
ト
ス
ペ

ス

緑
豊
か
な
回
遊
空
間
を

計
画
し

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す


　
デ
ル
タ
地
帯
が
歴
史
上

文
明
発
祥
の
原
動
力
と
な

て
き

た
肥
沃
︵
ひ
よ
く
︶
な
土
地
で
あ
る
よ
う
に

こ
の
象
徴
的
な

三
角
形
の
街
区
で

多
様
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
出
会
い


掛
け
合
わ
さ
り

新
た
な
価
値
・
文
化
・
未
来
が
生
ま
れ
る
場

と
な

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す


　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
川
崎
市
幸
区
の
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
西
口
駅
前
で
開
発
を
進
め

て
い
た
大
規
模
複
合
施
設
﹁
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
　
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
︵
カ
ワ

サ
キ
デ
ル
タ
︶
﹂
が
全
体
完
成
を
迎
え
た

施
設
は

階
建
て
の
﹁
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
　

川
崎
﹂

地
下
１
階
地
上
５
階
建
て
の
﹁
Ｊ
Ｒ
川

崎
タ
ワ

　
商
業
棟
﹂

地
下
２
階
地
上

階
建
て
の
﹁
Ｊ
Ｒ
川
崎
タ
ワ


　
オ
フ

ス
棟
﹂
お
よ
び
歩
行
者
デ

キ
上
の
中
央
広
場
﹁
デ
ル
タ
プ

ラ
ザ
﹂で
構
成
川
崎
の
新
た
な
玄
関
口
と
な
る
広
域
ハ
ブ
拠
点
と
し
て


駅
周
辺
の
都
市
機
能
強
化
や
回
遊
性
向
上
に
寄
与
す
る

設
計
・
監
理
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
建
築
設
計

施
工
は
大
成
建
設
が
担
当
し
た


施
設
配
置
図

位
置
図



施
工
の
ポ
イ
ン
ト

緻密な施工計画で搬出入動線を確保

６月１日グランドオープンビ
ジ
ネ
ス
・
宿
泊
・
商
業
機
能
を
整
備

設計コンセプト

歴史と先進性を外装で表現

工
　

事
　

概
　

要

（９） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　６月１日　（火曜日）

　
本
計
画
は
オ
フ

ス
棟
と
ホ
テ
ル
棟


商
業
棟
︵
フ


ト
ネ
ス
︶
と
大
き
く
分

け
て
３
つ
の
建
物
を
建
設
す
る
工
事
で


現
場
は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
西
口
に
隣
接
す
る


　
大
成
建
設
の
林
秀
一
所
長
は
﹁
現
場
は

線
路
が
近
接
し
て
お
り

強
風
な
ど
に
よ

り
落
下
物
が
あ
れ
ば
列
車
運
行
に
支
障
が

出
て
し
ま
い
ま
す

鉄
骨
や
外
装
Ｐ
Ｃ
材

の
施
工
で
は

資
材
を
長
い
ロ

プ
で
引


張
り
な
が
ら
作
業
す
る
な
ど
安
全
に
工

事
を
進
め
ま
し
た
﹂
と
説
明
す
る


　
ま
た
現
場
は

周
囲
を
マ
ン
シ

ン
に

囲
ま
れ
て
い
た
た
め
搬
出
入
に
工
夫
を
要

し
た

特
に
オ
フ

ス
棟
と
ホ
テ
ル
棟
が

同
時
着
工
す
る
上
に

前
面
道
路
が
オ
フ


ス
棟
側
に
し
か
な
い
中
で
ど
の
よ
う
に

搬
出
入
動
線
を
確
保
す
る
の
か
が
一
番
の

命
題
だ

た
と
い
う

打
開
策
と
し
て
オ

フ

ス
棟
掘
削
工
事
で
は
逆
打
ち
工
法
を

採
用

掘
削
後
に
１
階
床
と
梁
を
先
行
し

て
打
設
す
る
こ
と
で
動
線
を
確
保
し
た


林
所
長
は
﹁
綿
密
な
計
画
を
立
て
ま
し
た

が

実
際
に
日
々
管
理
し
て
い
く
の
は
難

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
﹂と
振
り
返
る


　
オ
フ

ス
棟
の
施
工
に
は
タ
ワ

ク
レ


ン
を
２
台
設
置

鉄
骨
や
外
装
を
荷
取

り
す
る
た
め
の
ヤ

ド
を
あ
ら
か
じ
め
決

め
た

１
号
機
の
ヤ

ド
は
新
設
す
る
駐

輪
場
予
定
地
を
後
施
工
と
し

２
号
機
に

つ
い
て
は
商
業
棟
︵
フ


ト
ネ
ス
︶
の

２
ス
パ
ン
を
後
施
工
に
し
て
荷
取
り
ヤ


ド
と
し
た


　
完
成
を
迎
え
て
林
所
長
は
﹁
隣
接
す
る

建
物
は

以
前
自
分
が
工
事
を
担
当
し
て

い
た
建
物
で
し
た

当
時

資
材
置
き
場

と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
場
所
に
改

め
て
施
工
者
と
し
て
関
わ
る
と
い
う
の
は

感
慨
深
い
で
す

懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
発
注
者
様

設
計
者
様
を
は

じ
め
全
て
の
工
事
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
﹂
と
謝
辞

を
述
べ
た


商業棟　テラス席側通路 ホテル前広場

商業棟　カフェ＆レストラン中央広場　デルタプラザ

　計画地には、東京駅レンガ駅舎と同じ年に建設され
た旧国鉄の川崎変電所レンガ倉庫があり、川崎駅西口を利
用する人々が年近くこのレンガ倉庫を見てきた場所であ
るため、その土地の歴史を継承し、国際的な先端産業・研
究開発都市へと進化する川崎にふさわしい施設となること
を目指しました。

　歩行者が往来する２階人工地盤は、「新たな大地」をテー
マとし、ベンチや植栽を要所に設けるとともに、近隣街区
と一体となる整備により地域の豊かな生活環境に寄与しま
す。また、計画地導入部のホテル棟からオフィス棟へ続く
低層壁面には、木調の内外壁を連続させることで用途が異
なる建物を一体的に感じられるデザインとしました。
　外装デザインは、歴史や環境に配慮しつつ川崎の地を象
徴する先進性の表現を意識しています。低層棟はレンガ倉
庫の継承と街並みの連続性に配慮した落ち着いた配色計画
とし、中高層棟は環境に配慮しつつ建物全体を軽やかに見
せる工夫として、モノトーンを基調とした庇（ひさし）や
縦フィンを用いた外装で均一なリズムを構成することで、
端正で上品なデザインを目指しました。また、用途が異な
る棟の外装は一体感を感じさせるデザインとしつつ、中央
部外装パターンのリズムを変えることで長大壁面の圧迫感
を軽減させています。

株式会社ＪＲ東日本建築設計　森本浩章

◇建　物　名　称：ＫＡＷＡＳＡＫＩ　ＤＥＬＴＡ
◇所　在　地：神奈川県川崎市幸区大宮町１番地５
◇事　業　主　体：東日本旅客鉃道株式会社
◇設計・監理：株式会社ＪＲ東日本建築設計
◇施　　　工：大成建設株式会社
◇用　　　途：オフィス、ホテル、商業、フィットネス、貸会議室、駐

車場など
◇敷　地　面　積：約，㎡
◇延　床　面　積：約，㎡
◇構　　　造：Ｓ造、ＳＲＣ造、ＲＣ造
◇階　　　数：オフィス棟地下２階地上階、商業棟地下１階地上

５階、ホテル棟地上階
◇工　　　期：年４月～年４月

ホ
テ
ル
車
寄
せ

ホ
テ
ル
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン

ホ
テ
ル
客
室

歩行者デッキ オフィス棟　ピロティ

商業棟


